
■ �訪問購入をする事業者が、突然訪問することは禁止されています。
■ �前もって電話で約束していても、事前に承諾していない物品

の売却を求めることはできません。貴金属は見せずにきっぱ
り断りましょう。

■� �条件を満たせばクーリング・オフができます。事業者の連絡先
を確認し、消費生活センターに相談しましょう。

困ったとき、おかしいなと思ったときは、早めに消費生活センター
にご相談ください。

一人で悩まず、まずは相談一人で悩まず、まずは相談

強引な訪問購入のトラブルにご注意を
0045963ID

業者が狙うのは貴金属

「丁寧な女性の声で『どんなものでも買い取ります』と電話があり、古
い靴の買取りを承諾しました。ところが、訪問してきたのは高圧的な
男性で、『わざわざ来たのだから、貴金属を見せてほしい』と強く迫ら
れました。怖くなって亡夫からもらった指輪を見せると、あっという
間に買取書に記入され、1万円だけ置いて立ち去ってしまいました。」

相談事例

対策

センターでは、消費生活に関する情報の提供やトラブルに
関する助言など、問題解決のためのお手伝いをしています。

「困ったな…」と思ったら、お気軽にご相談ください。

行橋市広域消費生活センター
☎ 23-0999 月曜〜金曜（９：00〜17：00）

行橋市民はだまされない

消費生活センター
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※祝日および年末年始(12/29〜1/3)は休所日
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